

































































本美彦 江口勇治 他 5名
②第一出版社 『改訂版現代社会』平成 18年検定済
み 坂上順夫 田辺裕 他8名
㧙㧙
井上 昌善 ･桑原 敏典
③大阪書籍 『中学社会歴史的分野』平成 17年検定
済み 鈴木正幸 泉拓良 伊藤正直 他 10名
④東京書籍 『新しい社会公民』平成 17年度検定済
み 五味文彦 斉藤功 高橋進 他 45名
ここでは､特徴が際立っている① と②を取 り上げ
て具体的にみていくことにする｡まず､①では ｢内




















































































①アドルフ .アイヒマン:死の生産者 ･当時の ドイツ社会の状態 責任
②ジヨセフ .ゲソベルス :ナチス宣伝 ･当時の社会における情 報メディア (新聞 プロパ ガンダ相 記事や雑誌による)の影響
③ヘルマン.ゲーリング 一国民の意見を受け入れないという独裁政治の特徴当ー時 ドイツが行った侵略や外交 独裁政治
④アドルフ .ヒトラー ･ユーゴスラヴイアで行われた大量虐殺を事例として当時 ドイツで行われた政策の特敬 ジェノサイド
⑤オスカー .シンドラー ジーョンブラウンやロビンフソドなどの人物に対する評価の相違 善人と悪人の基準
⑥ハンスとソフィア :ドイツ人の抵抗 アーフガニスタンの社会情勢や夕リバンの 抵抗者 思想の存在
②ラウル ワーレンバーグ ･北大西洋条約機構が果たす役割から中立Bl家の権利の特徴 中立国家
⑧エリ.ウイーゼル 生ーきる上で果たす責任とユダヤ人の迫害の起源 人権
⑨解放 :強制収容所の青年 :解放された少年兵 ･自由を求める運動や活動 自由
⑲ホロコーストの危機を逃れた青年たち ナーチスの統制からの逃亡方法 脱出
⑪ヒトラーの時代に生きた青年 :殺人への経緯 ･当時の子ども運が所属していた集団や団体が行った活動やユダヤ人が受けた差別今日 紛争に子どもが参加する原因に 帰属意識
⑫ナチスの統制に抵抗した人々 :パルチザンとゲリラ ･善悪を決定する基準と勇敢な行動 善悪の基準
⑬強制収容所 :強制収容所を生き抜い ･｢記憶｣が形成されていく過程 価値た青年たち 日 吉用された風刺画の影響
⑪ゲットー の中で :生き抜いた青年 ゲー ットー や拘置所､収容所 (日本人の収容所が作られたエピソー ドを活用) 制約






























































































































単元 展 開 事 実 の 解 釈 『TⅧ HOⅠDCAUST』 の 教 育 内 容
義書巻 現 在 の 社 会 で 合 法 と し て 認 め ら れ 第 1課 ｢ア ドル フ .ア イ ヒ マ ン :死 の 生 産 者 ｣
て い る 行 為 が 当 時 の 社 会 で は 違 法 規 則 に 背 く よ う な 活 動 を 行 っ た 場 合 に 責 任 を 問 わ れ る の は
行 為 と み な さ れ て い た た め 当 時 の 犯 罪 を 行 っ た 人 ､ 命 令 を 出 し た 人 の 両 者 で あ る o 現 在 で は
法 律 に は 民 族 の 違 い に よ る 差 別 が 英 雄 と考 え ら れ た 人 々 が 以 前 は 法 律 違 反 者 だ と批 判 さ れ て
存 在 し た o い た o
新 聞 や 宣 伝 活 動 に よ っ て 反 ユ ダ ヤ 第 2課 ｢ジ ヨゼ 7 .ゲ ツベ ル ス :ナ チ ス 宣 伝 相｣
人 思 想 が 普 及 し た こ と か ら ､ 当 時 当 時 の 社 会 で は ､ 新 聞 や 雑 誌 に よ っ て 情 報 が 普 及 して い つ
の 社 会 に は 民 族 や 人 種 の 違 い に よ た o ゲ ツベ ル ス は プ ロ パ ガ ン ダ 活 動 を 行 う こ と で 市 民 を 洗
る 差 別 が 存 在 し た o 脳 し た o 物 語 や 歴 史 を 書 く人 の 考 え や 視 点 に よ っ て ､ そ の
内 容 や 解 釈 は 変 化 す る ○
当 時 の ドイ ツ 社 会 は ､ 民 主 主 義 社 第 3課 ｢ヘ ル マ ン .ゲ ー リ ン グ ｣
会 と相 反 す る 独 故 社 会 で あ り民 族 当 時 の ドイ ツ 社 会 は 国 民 の 意 見 を 聞 き 入 れ な い 独 裁 政 治 体
の 違 い に よ る 差 別 が 存 在 した o 制 だ っ た o イ ツ は 侵 略 や 外 交 を 積 極 的 に 行 う こ と で ､ 領
の蓋 _士 拡 大 を ね ら っ た ○た く さ ん の ドイ ツ 人 が 支 持 し て 誕 第 4課 ｢ア ドル フ ,ヒ トラ-｣
生 し た 独 数 者 ヒ トラ ー に よ っ て ､ ヒ トラ ー は た く さ ん の ド イ ツ 人 に よ っ て 支 持 さ れ ､ 首 相 と
民 族 の 違 い に よ る 差 別 を 公 認 す る な っ た O ユ ー ゴ ス ラ ヴ イ ア で は ､ 政 治 指 導 者 主 導 の 下 で ジ
政 策 が 行 わ れ た o エ ノ サ イ ドが 行 わ れ た ロ
基質要る 人 物 に 対 す る 評 価 は 多 面 的 で あ 第 5課 ｢オ ス カ ー .シ ン ドラ ー ｣
る o シ ン ドラ ー が 行 っ た リ ス トを オ ス カ ー ーシ ン ドラ ー は ユ ダ ヤ 人 労 働 者 を 雇 う こ と で 事 業
作 成 す る 行 為 は 平 等 な 民 族 概 念 に に 成 功 しユ ダ ヤ 人 を 放 っ た o 多 くの ドイ ツ 人 は シ ン ドラ ー
基 づ い て 行 わ れ た o の よ う に ユ ダ ヤ 人 を 放 出 す る 活 動 を 行 わ な か っ た o
世 の 中 に は 多 様 な 価 値 が 存 在 す る 第 6課 ｢ハ ン ス と ソ フ ィ ア : ドイ ツ 人 の 抵 抗 者｣
が ､ ナ チ ス に 抵 抗 し た 人 々 の 行 為 ア フ ガ ニ ス タ ン の 夕 リ バ ン は ､ 宗 教 の 教 え に 従 っ て 命 を 絶
は 平 等 な ど の 普 遍 的 価 値 に 基 づ い つ て 行 動 す る ○ 世 の 中 に は 多 様 な 価 値 観 が 存 在 し て お り ､
て 行 わ れ た o 人 情 や 博 愛 ､ 平 等 は 不 変 的 な 価 値 性 が あ る o
争 い や 問 題 を 解 決 す る た め の 行 動 第 7課 ｢ラ ウ ル .ワ レ ン バ ー グ ｣
や 制 度 に は 平 等 な 民 族 や 人 種 観 が 北 大 西 洋 条 約 機 構 の 活 動 に 見 ら れ る よ う に 中 立 国 家 は 国 際
反 映 さ れ て い る o 秩 序 の 維 持 の た め に 果 た す 役 割 が あ る o 関 係 性 の 無 い 人 々
を 扱 う た め に リ ス ク を 負 う こ と に は 価 値 が あ る ○
ユ ダ ヤ 人 に 対 す る 差 別 は 歴 史 的 な 8 エ リ .ウ イ - ゼ ル ｣
秦 も の で あ る 0 人 間 が 生 き る 上 で 呆 ｢生 き る 上 で 果 た す べ き 責 任｣は 他 者 の 人 権 を敬 う こ と で
た す 役 割 は ､ 他 者 の 人 権 を 尊 重 す あ る o ユ ダ ヤ 人 に 対 す る 差 別 は 歴 史 的 な も の で あ る ○ ア フ
る こ と で あ り､ 人 権 を 認 め る 行 動 ])カ 系 黒 人 団 体 や マ イ ノ リ テ ィ - と さ れ る 少 数 民 族 の 人 々
の京畳 は ､ 平 等 な 民 族 観 に 基 づ い て 行 われ る o民 族 や 人 種 差 別 を 正 当 化 す る 法 律 は ､ 差 別 や 迫 害 を 受 け て き た o
第 9課 ｢解 放 :強 制 収 容 所 の 青 年 .解 放 さ れ た 少 年 兵 ｣
に 対 抗 す る 活 動 は ､ 平 等 な 民 族 観 自 由 は 法 律 の 存 在 を 前 提 に し て 存 在 す る も の で あ り､ 様 々
や 人 種 観 に 基 づ い て 行 わ れ る oユ ダ ヤ 人 対 す る 差 別 行 為 の 背 景 な 人 々 の 活 動 や 犠 牲 に よ っ て 獲 得 さ れ た o 差 別 が 存 在 す る
社 会 は ､ 差 別 を 容 認 す る 法 律 が 存 在 す る o
第 10課 ｢ホ ロ コ ー ス トの 危 機 を 逃 青 年 ｣
に は ､ 差 別 を 認 め る 排 他 的 な 民 族 ユ ダ ヤ 人 の 移 送 の 方 法 や 移 送 に か か っ た 時 間 に つ い て o 逃
観 が 存 在 す る oユ ダ ヤ 人 差 別 を徹 底 す る た め に 行 亡 し た ユ ダ ヤ 人 の 思 い ○ ユ ダ ヤ 人 は ､ 彼 ら の 信 仰 生 活 や 慣
習 を 制 限 さ れ た o
第 1 1課 ｢ヒ トラ - 時 代 に 生 き た 青 年 :殺 人 ま で の 経 緯 ｣
わ れ た 子 ど も を 洗 脳 す る 活 動 は ､ 当 時 の 子 ど も達 は ､ ユ ダ ヤ 人 は 劣 っ た 者 で あ る と 教 え 込 ま
差 別 を 公 認 す る 民 族 観 に 基 づ い て れ た o 特 定 の 集 lf]や 団 体 で は ユ ダ ヤ 人 に 対 す る 虐 待 や 差 別
行 わ れ る O善 悪 の 基 準 は 人 々 の 価値 に よ っ て 行 為 を 行 っ た o 今 日の 紛 争 に は 争 う こ と は い い こ と だ と洗
脳 さ れ た 幼 い 子 ど もが 参 加 す る o
i 第 12課 ｢ナ チ ス に 対 抗 し た 人 々｣
決 定 さ れ る o 独 裁 者 の 決 定 は 差 別 物 事 の 善 悪 は 人 々 の 価 値 に よ っ て 決 定 さ れ ､ 社 会 に 反 映 さ
を 容 認 す る 価 値 を 人 々 に 形 成 す る れ る o 当 時 ､ 善 悪 の 決 定 を 行 う の は 独 裁 者 だ っ た o 差 別 を
た め に 民 族 概 念 が 使 用 さ れ た o 認 め る 制 度 に 対 抗 し て い く行 為 は 勇 敢 な 行 動 と 言 え る o
ナ チ ス が 作 り上 げ た ユ ダ ヤ 人 ｣ の 第 13課 ｢強 制 収 容 所 ｣
定 義 は 批 判 可 能 な も の で あ り ｢ユ 人 々 の ｢ユ ダ ヤ 人 ｣ に つ い て の 記 憶 は 事 実 と は 異 な る も の
垂 ダ ヤ 人 ｣ と い う 表 記 に は 差 別 を 肯 と し て 認 識 さ れ て い る こ とが あ る o 記 憶 は ､ 作 り上 げ ら れ
定 す る 民 族 観 が 存 在 す る ○ る も の で あ り､ 偏 っ た 見 方 で 認 識 さ れ る こ と が あ る ○ 風 刺
画 や 資 料 は 誤 っ て 解 釈 さ れ う る o ｢ユ ダ ヤ 人 ｣ の 条 件 は ､
異 質 と み な さ れ た 者 は 差 別 の 対 象 祖 父 母 が 信 仰 す る 宗 教 で あ る o第 14課 ｢ゲ ッ トー に お い て :生 き抜 い た 青 年 ｣
昇Ⅳ に な っ た こ と か ら ､ 差 別 行 為 を 認 ゲ ッ ト- や 拘 置 所 ､ 収 容 所 を 設 置 す る こ と で ､ 行 動 の 制 約
め る 民 族 観 に 基 づ い た 政 策 が 実 行 な ど の 差 別 的 な 政 策 が 行 わ れ た 0 1941年 12月 真 珠 湾 攻 撃 後
さ れ て い た こ と が わ か る o当 時 の 社 会 で 行 わ れ た 活 動 は ､ 差 の ア メ リ カ 西 海 岸 に ､ 日本 人 の 移 民 や 先 住 民 の た め の 収 容
所 が 建 設 さ れ た o
第 15課 ｢隠 さ れ た 子 ど も達 :ナ チ ス の 危 機 か ら 逃 れ た 青
別 を 正 当 化 す る 民 族 観 に 基 づ い て _生⊥
行 わ れ O共 生 社 会 を 目指 す た め に は ､ 民 族 ナ チ ス の 統 制 す る 社 会 で は ､ ゲ ル マ ン民 族 以 外 の 民 族 や 人
種 に 属 す る 人 々 に 対 し て 差 別 的 な 扱 い が な さ れ た o
第 16課 ｢ナ チ ス に 対 抗 し た ユ ダ ヤ 人 救 済 者 (非 ユ ダ ヤ
氏 概 念 の 指 標 の 根 拠 を批 判 的 に 捉 え 込｣⊥
読 る 必 要 が あ る o ユ ダ ヤ 人 放 出 の た め に 活 動 し た 人 々 に つ い て 学 習 す る o 大
(RobbieButler,乃eHolocaust-Aneacher'sGul'de,SADDLEBACK,PUBLISHING,Inc,2002.より筆者作成)
㧙㧙




































































4である｡ 表 3は授業展開を指導書の形式 として整
理 し､表 4は概念の認識過程を示 した｡展開過程は､


















































































井上 昌善 ･桑原 敏典
【表3】第 13課 ｢強制収容所 :強制収容所 を生 き抜いた青年 たち｣の教授学習過程
過程 教師による指示 .発問 教授学習過程 生徒の反応 .獲得 させたい知識
展 ･強制収答所 にはどのような T:発間す る○ ･ユ ダヤ人○ 病気 を患 っている人々○身
開 人々が連行 されましたか ? P:答 えるOT発間す るo
Ⅰ行為刺皮 また､す ぐにガス室に入れられたのはどのような人たちですか ○ (資料 を清掃する :ワークシー トの問題の復習)･なぜ 強制収容所は作 ら 体障害者 など〇･ユ ダヤ人や障害 を持つ人々な どを抹殺
の たのですか ? P:答 えるOT発間す るo○
把 (読み物資料 を活用す するため〇･祖父母の信仰する宗教 によって決定 さ
握 る o)
･強制収容所ではた くさんの人々が殺 されましたが､そ
もそも ｢ユ ダヤ人｣なのか れる○ ｢ユ ダヤ人｣と規定 される基準
どうかは何 によって規定 さ は宗教であ り､ ｢人種｣ではないこと
れるのですか o (ニユルン か ら､この法律 に明記 されている ｢ユ
ベルク人種法 に明記 されて ダヤ人｣の判断基準 は､あいまいな民
いる条文 を活用する ○) 族概念 に基づ くものであることに気づ
･なぜ､このような法律が制 かせ る○
志 されたのですかo P:答 える○ ･ユ ダヤ人を差別するため ○
展 ･風刺画は物事 を表現する上 T:発間す るo ･事実でないことが広 まった りす るか も
開 で P:考 えるoT発間す るo答
Ⅱ行為刺皮 便利なものにな りますが､どのように悪用 される可能性があ りますか ?こ 風刺画を見てどのように思いますか ? (ユ ダヤ人が否定的 描 れた風刺画 しれない〇･ユ ダヤ人は残酷 な民族である〇そん ことはないのではないかoユ ダ
の形 を活用する)･実際に一般のユ ダヤ人は､ T:発問す る o
成 そのような民族ですか ? P:答 えるOT発問す るoo
過程の分析 (ユ ダヤ人は祖国 ドイツのために戦い､多 くの犠牲者が出たことを示 した風刺画やデータを示す)･風刺画は､物事 を理解するの絶村的な手段 とな り ヤ人は誠実な民族である 〇･絶対的なもの とは言い きれない○
ますか ? 物事 を性格 に理解するためには根拠の
･風刺画は何 に基づいて描か 正当性 を明 らか にする必要があるD
れ P:答 える○ ･書 き手の主観的な解釈や考えに基づい
ているのですか ? て描かれるo
展 1ユ ダヤ人｣の定義やイメ T:発間する○ ･ナチスが持つ反ユ ダヤ思想が反映 され
開Ⅲ行為刺皮の -ジは､誰によって規定 されていったのですか ?･これまで学習 してきた法律や風刺画には何が反映 され P:答 える OT発間す るO問 ○
ていましたか ?･なぜ､この ような制度や活 ている〇･人々の規範意識 を規定することでナチ意 動が行われたのだろうか ? P:答 える ○
義 スの政策 を認め させ､正当化するた




か ら友人を助けるために何 をしましたか ｡
































Ⅰ 行為 .制度の把撞 制度に存在 している概念についての定義を把握することで､概念は何 らかの一定の基準によって規定 さ
れうるものであることを捉えるo
Ⅱ 行為 .制度の形成過程の分析 学習を通 して､人々に認識 されていた概念が制度や行為によっ どのように､変容していつたのかを捉
えるo概念の解釈の変動によって人間の運命が左右
されることについて捉えるo
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LEARNING
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In this paper I analyzed the contents and the lesson plan of the teaching
materials "The Holocaust" published In the U.S.to indicate the
principle and the teaching method of the holocaust learning. In the
social studies of Japan, there are some problems about teaching the
issues of ethnic. In Japan teachers fail to make students understand
those issues on the basis of the social sciences. In this study I wi 11
exhibit how to improve the learning of the issues of ethnic in the social
studies of Japan.
Keywords: Social studies, The Holocaust Learning, The Issues of ethnic, Social
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